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肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 前原

　

和幸

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会主催

　

町村議会議員研修会

期

　　

間 令和８年１月２０日（火）

内

　　

容

演題：「新しい知見で自然災害から地域を守る」
講師：危機管理アドバイザー／たニー

　　

首朝究乃－代表

　

国崎

　

信江

　

氏
要旨：日本の現状から今後の災害対応で必要な視点について学び、地域のを
いかに守るべきかを考えなければならない。
①自助力を高めて生き抜くことが求められる。 そのためには。
②災害発生後の初動を効果的に実施するための新たな手法とは。

所

　　

感

①行政も警察も消防も自衛隊までも人手不足に悩む現代において、発災後、
生き抜くためには、 誰も助けに来てくれない覚悟で自助力を高めることが求
められ、 住民一人ひとりが正しい認識を深め、 備えを充実・強化することに
より、災害の未然防止と被害の軽減で自らを守らなければならず、そのため
にはまず自宅の耐震化をすすめることが重要である。行政は、補助制度を拡
充させ、 広報活動にも努めなければならない。
②防災計画や災害対応マニュアルだけでは、災害対応に混乱が生じてしま
い、 特に避難所においては、 担当などに関わらず、 誰であってもその場にい
る人が迅速かつ確実な初動期のオペレーション（作業や業務等）を実現させ
るための方法として、ＦＭＢ（ファーストミッションボックス） に取り組む
ことは、 大変有効と考えられる。
まとめ：一般避難所と同じようにいや、 それ以上に福祉避難所の重要性と、
乳児や幼児を伴った避難所生活の困難さなど、実際に各地の避難所を運営さ
れてきた講師の体験を交ええ‘滑。ロＬは、 我々が新たに取り組むべきことを教
えられた。 様々な災害が予想される本町では、 いずれも早急に取り組むべき
課題だと考える。

内

　　

容

演題：「新時代に求められる人材育成～主体性と当事者性～」
講師：教育アドバイザー

　

工藤

　

勇一

　

氏
要旨：生徒が自ら学習し、将来を切り拓く力（自律）を備えることを手助け
することが、 新時代に求められる人材育成である。
①変化の厳しい現代やこれからの時代を生き抜くために必要な 「生きる力」
を育てる。
②これからの時代に求められる力 （非認知スキル） について

所

　　

感

①学校教育の課題である不登校やいじめ、自殺や教員の過重労働の問題は、
日本特有の問題であり、 欧米には存在しない。 戦後行われてきた日本におけ
る教育は、当事者意識が欠如し、低い自己肯定感や低い幸福度などによって
子どもたちは生きる力を失い続けている。 いかに 「主体性」 と 「当事者性」
を育むかが重要であると感じた。
②これからの時代は、自ら考え、判断し、決定し、行動する主体性と多様性
を尊重し、 対話を通して対立・ジレンマを解決する当事者性と問題を解決す
るために情報や技術等を活用し、新たな価値を生み出す創造性の３つの主要
なコンピテンシー （行動特性） が求められる。
まとめ：戦後、 日本の教育は、 一定の成果は上げてきたものの、 日本特有の
様々な問題も発生している。 これからの時代を子どもたちが生き抜くために
は、 新しい教育方法が求められていることがわかった。 学習指導要領も大き
く変化するとの事で、 それらのことに注視しながら、 教育の大切さを後押し
していかねばと感じた。

添付資料
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令和８年１月２６日
≧議‐局 局長 次長 係長
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肝付町議会議長

　　

様

　　

以ドのとおり報告いたします。

氏

　　

名 吉原

　

光

研修会名等 町村議会議員研修会

期

　　

間 令和８年１月２０日（火）

内

　　

容

１．１新しい知見で自然災害から地域を守る」

　　

講師：危機管理アドバイザー／危機管理教育研究所代表

　

国崎

　

信江

　

氏
これまでの自然災害（能登半島地震等）に対する自治体や住民の対応を検証
し、 今後どのように我々は行動し対策すべきなのか、 実例を踏まえた考察。

２．「新時代に求められる人材育成～主体性と当事者性」

　　

講師：教育アドバイザー

　

工藤

　

勇一

　

氏
日本の学校教育における歪み、世界的な観点から見た日本の学校教育の欠如
しているところなど、 日本のこれからの学校教育・人材育成のついての考察。

所

　　

感

１．起こり得る災害に対し今何が必要なのか、結論から言えば、真っ先に取り
組むべきことは自宅の耐震性を高めること、 耐震化の工事をすることである。
その理由は、 まず地震に耐えることが一番であるから。 住宅が崩壊すると人命
はもとより避難も出来ない、建物等が崩壊していたら救急車も入れず救助も困
難になる。また、警察や消防、行政職員、自衛隊でさえ、少子高齢社会の影響
を受け人手不足であり、 この状況は改善されるどころか、 より人口減少は進ん
でいくと予想される。 そして、 これまでの防災計画や個別避難計画などは実際の
災害現場では役に立っておらず、 そこで考案されたものが 「ＦＭＢＯＸ：ファース
トミッションボックス」 である。 これは、 災害時において担当に関わらず、 誰で
あってもその場にいる人が迅速かつ確実な初動期のオペレーションを実現するた
めの方法を示したものであり、 市民による…甜， リチ；；；が箱の十に用意
してある。 この専門家からの提言に対し、 各自治体と住民は早急にこれらの対
策を講ずるべきではないか。

２， 日本社会の問題は学校教育の問題そのものである。 現在日本において、 不登
校児童は３５万人を超えている。 いじめ、 自殺、 教員の過重労働などの問題は日
本特有の問題であり、 アメリカには不登校はない。 不登校があるのは日本と韓
国のみであり、 その要因は学校教育法第１条に問題がある。 そこには学校とい
うものが定めてあり、 それを順序よく行くこととなっているが、 アメリカには
それがない。 学校という概念がなく、 子供たちはどこで学んでも良い。 日本や韓
国のように受験もない塾もない、 高校も大学もどこでも入学出来る。 偏差値な
ども存在しない。その結果、世界的に見て日本の若者の精神的幸福度は下から
２番目の３７位、社会に対する意識も低く考えが幼すぎるという結果となって
いる。 この問題は、 本来生まれたときから全員が持っている主体性が削られ、
自己決定ができなくなっていること。 自己決定がなければ人のせいにする子が
育つ。 自分をコントロールする力、 主体性を持たせ、 自己決定できるように日本
の学校教育から変えていくことの重要性を感じた。 また、 子供に対する接し方
も考えさせられた。 もっと勉強したいと思った。

添付資料 無し
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肝付町議会議長

　

殿

以下のとおり報告いたします。
氏

　　

名 田中義家

研修会名等 町村議会議員研修会

期

　　

間 令和８年１月２０日

内

　　

容 演題 「新しい知見で自然災害から地域を見守る」
講師

　

危機管理アドバイザー／危機管理教育研究所代表

　　　　　　　

国

　

崎 信

　

江

　

氏

所

　　

感
能登半島地震により
１、 少子化により警察・消防・自衛隊・たりない。
２、地震、 耐震改修工事 （自身保険）備えが必要
３、避難所の環境整える事などがだいです。

　　

大変勉強になりました。

内

　　

容 演題 「新時代に求められる人材育成～主体性と～」
講師 教育アドバイザー

　　　　　　　

工

　

藤 勇

　

一

　

氏

所．

　　

感 外国と日本との教育の在り方
初めて知ることで、 大変勉強になりました。
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令和８年２月 日
局長

　

次長 係長議長

一二 収さ
，う

　

　

　　

　　　　　　　　　　

　

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 中

　

原

　

稔

研修会名 町村議会議員研修会

期

　　

間 令和８年１月２０日（火）

内

　　

容

１．講演： 「新しい知見で自然災害から地域を守る」

　

講師 危機管理アドバイザー

　　

国

　

崎 信

　

江

　

氏

２．講演：

　

「新時代に求められる人材育成～主体性と当事者性」

　

講師 教育アドバイザー

　　

工

　

藤 勇

　

一

　

氏

所

　　

感

１． 災害に備えて公助は大切であるが、 自助による物品の備えや

　

知識の向上も必要と感じた。
２，教育の問題点について深く考えた事はなかったが、これからは

主体性（自主性）等自ら進んで行動する事の大切さを感じた。

添付書類
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肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 渚

　

ホ

　

ン年 ／

研修会名等 １西日 談斜“崎 鹿児島県序籍ー噺児察

期

　　

間 令和８年１月２１日（水）

内

　　

容

Ｕ’者 ←和屡てメミ獲
笑堰かり

　　　　　

※ 蒸 そ 才３

ドｉ 考瀦ろや雛形 船／＼キ跳火

所

　　

感

Ｄ壱塞笑窮め ． ふしラ欠 如夷亥 ７ し一 《蓮も牟

　

行観 警察薄随≠人 材・尽く彫り髪寡タ拭、ｐｖスラサ霧

　

絶た防マー 輸げ け解ｒ豹“一物らな潟遊動竹

　

ーぐぴへる 一 井終に愈歩めド犠打系．同；
徴漁＊けさ

　

励黙然 帥塗峯ｉ麻務を珠洲鄭零、

Ｑｉ 彰Ｌハ祷々 杉 泌 鍬 熱′焦げ） ＠窄 飽

　

き←次が＋て一具 仇←劉脚‐琴か“十軒 行妙窄め

　

「、大 筋 ご何β”ギー 鴫 浅ぬ熱γぁボバタ塔〆癌，

　　

遁諸 鰐（謂的１：毛廿ド サ初・Ｌ泳｛ 餅熱 鱗）

　　　

薄汚物ん改新湧く急 ÷勾引ｈかけ子－溺癒そで 湯・為そ

添付資料
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議長 局長 次長 係長
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肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 潅麹寿 都 易
研修会名等 町村議△議員研修会

期

　　

間 令和８年１月２０日（火）

内

　　

容

澱も雰褒
璃給しザ鯵歩き込愈零茨溌からま遜爆裂書壱像２』

　　　　　　　　　

兎 編
み蒔きで・
、
－年 齢 認 ずり

　　　　　　　　

灘 崎 館 拶 兎

壕ｇ寵さ‘練 熟亨ごろふｔ器才怖糖＃気～喜燐億にさぞ鱈寿総

　　　　　　　　　　

務美雪矛 か″遂 げ
’し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛

　

‘ヂヂｉ

　　

謡夕

　　　　　　　　　　

ユー 試す 霧 ．｝
コ 釣

所

　　

感

β静電群舞翻繋ぎ雑然編纂鍾愛
鷺群舞瀞キ長瀞，精霊艶き諺夏黙焚毒を

雲霧謝鍬欝議≧義務鰐艦隊
瀞謡総覧瀞歌謡輪講費凝議監

　

守汐秋でぶ然人（ばスグリへ》水 際誉樟 も 参謎なご 灘《燐１

　

と 縁ら中機能のありあがりフゞ 電導菟豹律令に滝・，寺弦薄》ぞ多燦
夢誘鯵ザ解除参尊ばた、今朝外墓糠を．顔が匡魯べざ終ある．

添付資料
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肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 か

　

か１．
キー

　

二

研修会名等 町村議会議員研修会

期

　　

間 令和８年１月２０日（火）

内

　　

容
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肝付町議会議長

　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏名 有留

　

智哉

研修会名等 鹿児島辱爾」村三△嵩瓦会

　

議員研修会

期間 令和８年１月２０日

内容

１， 「新しい知見で自然災害から地域を守る」
（１）講

　

師
危機管理教育研究所 危機管理アドバイザー

　

国崎信江氏
（２）研修内容
近年の災害事例を踏まえ、地域防災における実践的な課題と対
策について講演が行われた。
避難所には高齢者が多く、一般避難所に加えて福祉避難所の充
実が必要であること。 また、 消防級曲が耐震化されていない施設
では、地震時にスプリンクラーの誤作動により設備が使用不能に
なる危険性が指摘された。さらに、避難生活が長期化する中で入
浴環境の確保が重要であり、指定避難所以外の施設活用について
も検討が必要であるとの説明があった。
災害時には、 行政、 警察、 消防、 自衛隊の人員が不足すること
から、 「自助・共助」の重要性が強調された。特に住宅の耐震化
は、防災対策の基本であり、自宅が安全であれば避難所生活や仮
設住宅を待つ必要がなくなるとの考えが示された。石川県におけ
る耐震補強補助制度（１９８１年以前の住宅を対象に自己負担０円、
上限１５０万円） の事例紹介もあった。

　

また、 災害時においても 「こどもまんなか社会」 を実現する必
要性が述べられ、避難所では高齢者対応に比べて子どもへの支援
が不足している現状が指摘された。乳幼児向けの入浴環境や子ど
も用トイレ、 段ボールベッド、 食事など、 子ども目線の避難所整
備の重要性が強調された。
加えて、 災害時の初動対応として 「ファーストミッションボッ
クス」の有効性が紹介され、担当者に関わらず誰もが迅速に対応
できる体制づくりと、 住民への周知の必要性が示された。

　

エネルギー面では、 電力会社に依存しないオフグリッド電源の
整備や、 河川水位計・防犯カメラなどのインフラ整備が、 防災・
減災に有効であるとされた。

２， 「新時代に求められる人材育成～主体性と当事者性～」 （ユ



　　　　　　　　　　　　　　

＼

（１）講

　

師
教育アドバイザー

　

工藤

　

勇一

　

氏
（２）研修内容

　

これからの時代に求められる人材育成の在り方について、 「管
理型の教育」から「自律型の教育」への転換を軸に講演が行われ
た。 講師は、 子どもを管理や指示の対象とするのではなく、 一人
の主体的な存在として「大人扱い」することの重要性を強調し
た。

　

日本社会が抱える多くの課題は、学校教育そのものに起因して
いるとの指摘があり、 日本や韓国では不登校が多い一方、 アメリ
カには不登校という概念自体が存在しないと説明された。日本で
は学校教育法により学ぶ場所が学校に限定され、卒業しなければ
次の進路に進めない仕組みが不登校を生み出している。一方、ア
メリカでは子どもに学校へ行く義務はなく、親に教育を受けさせ
る義務があり、 自宅学習も認められている。 また、 欧米では高
校・大学受験がなく、人物評価を重視している点も紹介された。

　

日本の学校教育は戦後、画一的で選択肢の少ない制度が続いて
おり、１９７０年代以降、 国連から子どもの権利条約やインクルーシ
ブ教育の観点で勧告を受けている。こうした背景の中で、日本の
子どもは主体性や当事者性が育ちにくい現状があると述べられ
た。
社会環境については、２００４年以降の急激な人口減少と高齢化に
より、従来の「上司の指示に従う」働き方では組織が成り立たな
い時代になったとの指摘があった。右肩上がりの時代には自主性
と協調性があればよかったが、現在は自ら考え、判断し、行動で
きる力が不可欠である。東北大学における受験のない新教育プロ
グラムの事例も紹介された。
学びに関しては、 学び方は一人ひとり異なり、 読書スピードや
聴覚優位・視覚優位、ディスレクシア（読み書き障害）など多様
性を理解する必要があるとされた。 宿題も 「わからないところ」
を飛ばして提出しても意味は無い。 自分で調べ、 どうしてもわか
らない部分を人に聞けるようになることが、学力向上につながる
との考えが示された。

　

また、主体性を育てるためには命令形を避け、自己決定を促す
関わりが重要であるとして、 「どうしたのか」 「どうしたいの
か」 「何を支援してほしいのか」 という三つの問いかけが有効で
あると説明された。考える力が十分でない場合は二択を示すこと
も有効であり、小学校高学年頃に脳の回路が整うこと、三日坊主
は脳の防御反応であることなど、脳科学的な視点からの説明も
あった。

所感

本研修を通じて、 防災対策については、 従来の 「避難」 を前提
とした考え方に加え、 「自宅において安全に生活を継続できる体
制整備」を進めることの重要性を改めて認識した。特に、住宅の
耐震化の推進や、子ども目線に立った避難所環境の整備について
は、 本町の防災施策においても重野な，泳＝

‘＝ｍ三ぐあると感じた。

　

また、 人材育成・教育分野においては、 これからの社会に対応
するため、 指示を待つのではなく、 自ら課題を見つけ、 考え、 行
動できる人材を育成する教育への転換が不可欠であると強く感じ
た。主体性や当事者意識を育むためには、子どもを信頼し、自己
決定を尊重・支援する姿勢が重要であり、教育行政や地域施策を



検討する上でも多くの示唆を得た。
今後は、本研修で得た知見を踏まえ、議会活動を通じて本町の
防災施策および教育施策の充実に向けた具体的な政策提言につな
げていきたし、。
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